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１．背景

ＦＲＰは高強度，高耐久性かつ軽量であることから，漁船のＦＲＰ

化は昭和４０年代以降急速に普及し，昭和５０－６０年代には年間１

万隻を超すＦＲＰ漁船が建造されてきた。現在では登録漁船の９割以

上を占め，３０万隻を超える小型漁船に使用されている。近年，老朽

化し耐用年数の過ぎたＦＲＰ漁船が河川や漁港に放置される等，ＦＲ

Ｐ漁船の廃船処理の遅れは社会問題化している。

従来より，ＦＲＰ漁船の廃船処理について数々の検討が行われてき

たが，材質が強靱である故に経済的かつ効果的な処理法が確立されて

おらず，破砕後埋立処分するのが一般的な処理法である。今後，老朽

化し耐用年数の過ぎた廃ＦＲＰ漁船が相当数発生することが見込まれ

るが，埋立処分場の適地が無くなりつつある現状を鑑みると，廃ＦＲ

Ｐ漁船の効率的経済的な処理システムの速やかな構築が要請されてい

る。

２．目的及び内容

水産庁委託事業「廃ＦＲＰ漁船高度利用技術開発事業」は，炭化処

理した廃ＦＲＰ漁船を魚礁，水質浄化材として再利用することで，廃

ＦＲＰ漁船の廃船処理問題の解決，並びに沿岸漁業資源の確保や水域

環境の改善に資することを目的とする。本事業では，①廃ＦＲＰ漁船

を原形有姿のまま炭化するＦＲＰ炭化技術の開発，②ＦＲＰ炭化材の

安全性，機能性の確認，③ＦＲＰ炭化材を用いた魚礁化の検討等を実

施している。

３．成果（ 炭化材の生成，安全性の確認）ＦＲＰ

北九州市エコタウン実証試験地（北九州市若松区）に整備したＦＲ

Ｐ炭化実験炉（図１）は，全長約５ｍ未満の小型漁船であれば原形有

姿で炭化が可能な施設である。

（原形有姿で炭化が可能か）

原形有姿で炭化が可能か検討するために，炭化前の形状を保持する

ように補強材で補強したが，炭化時に自重で変形し，形状を保持する

ことができなかった。次に，ＦＲＰ漁船船首部の内部をモルタルで補

強した結果，形状を保持した炭化材を得ることができた。さらに，Ｆ

ＲＰ漁船内部を金属網と補強材で補強した結果，形状を保持した炭化

材を得ることができた（図２ 。）

（効率的かつ大量な炭化が可能か）

ＦＲＰ漁船解体片の効率的で大量な炭化が可能か検討するために，

金属籠にＦＲＰ解体片を入れ炭化した結果，３００ｋｇ程度の炭化材を得ることができた。但し，籠内のＦＲＰ解体片

に均等に加温することが出来ず，籠内で温度ムラが生じるため，籠内温度が均一になるまで炭化を延長する必要があっ

た。次に，ＦＲＰ解体片に均等に加温できるように複数の棚を持つ金属棚にＦＲＰ解体片を乗せ炭化した結果，炭化量

は多少減ったが２００ｋｇ程度の炭化材を得ることができた。

炭化材の安全性の確認）（ＦＲＰ

有害物質の溶出試験を行った結果，全項目不検出（検出限界以下）であることから，水質汚染の危険性は極めて低い。

また，ダイオキシン類分析の結果，九州北部海域で最も清浄な海域（玄海，五島，壱岐，対馬等）の水底土砂に含まれ

るダイオキシン類濃度と比較しても，ＦＲＰ炭化材に含まれるダイオキシン類濃度は１/１００－１/１０程度であった。

以上のことから，魚礁材，水質浄化材として，ＦＲＰ炭化材を活用することは問題無しと判断された。

図１ ＦＲＰ炭化実験炉

図２ ＦＲＰ漁船の炭化処理
（下図：炭化前、上図：炭化後）


